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（応募領域の研究概要） 

現代の高度情報化社会を動かしているアルゴリズム、すなわち論理的な手続き処理の理論と技法に

おける近年の急速な進展を、様々な分野の科学者・技術者が理解可能な形で広く自由に利用できる

学術として体系化し、社会変革の源泉となる基盤研究領域として発展させることを目的とする。近

年の圧倒的な計算性能の進歩や未来の革新的デバイス、及び新しい社会的概念や価値観に基づいて、

理論と応用を分かりやすく接続する汎用的かつ実用的な定式化モデルを再構築・体系化する。それ

らを構成する離散構造処理、制約充足、列挙、離散最適化、量子計算理論など、日本が強みを持つ

分野を中心としたアルゴリズムの理論と技法の研究を推進し、革新的アルゴリズム基盤として発展

させる。 

 

 

（審査結果の所見） 

社会のデジタル化においては、その核となる「計算」（コンピューテーション）の設計と活用が重要

である。本研究領域は、計算の設計技法であるアルゴリズムの研究を基に、社会活用の観点も包含

し、高度な数理科学も用いて計算を構築する新たな学術体系－アルゴリズム基盤－の創出を目指し

た提案であり、新たな産業を生み出し社会を変えるような計算活用の基礎となることが期待される。

領域代表者が率いたERATO で試み、成功した新たな研究手法である、実装技術層を中心とした共

同研究による基礎理論と社会実装をつなぐ研究を組織的に行い、革新的な定式化プラットフォーム

やアルゴリズム実装手法を進めることで、新たな日本流アルゴリズム設計手法を体系化することが

望まれる。 

また、計画研究代表者の一人が率いたERATO で成功した若手育成の試みを、本研究領域において

も博士研究員育成や公募研究において展開し、日本の情報科学技術とその活用において学術・産業

界を牽引する研究者・技術者の育成に期待したい。 

なお、分野の性格上、目標や成果の示し方が抽象的になる場合もあることは理解できるが、基礎理

論が社会実装へ結びついた成果やその手法を具体的に示す工夫が望まれる。 

 

 


